
280日本医史学雑誌第45巻第2号（1999）

［
目
的
］
そ
の
国
の
健
康
状
態
を
示
す
の
に
最
も
よ
く
使
わ
れ

る
指
標
で
あ
る
乳
児
死
亡
率
は
、
日
本
が
一
九
二
○
年
代
に
は
先

進
国
間
で
も
最
も
高
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
九
八
四
年
以
降

世
界
最
低
の
水
準
を
示
す
に
至
っ
て
い
る
。
多
く
の
発
展
途
上
国

で
は
、
日
本
の
実
績
を
勘
案
し
、
そ
の
歴
史
か
ら
学
び
た
い
と
の

機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
歴
史
的
転
換
点
と
な
っ
た
一

九
二
○
年
頃
の
乳
児
死
亡
に
影
響
を
与
え
る
諸
要
因
を
歴
史
的
に

分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
保
健
に
お
け
る
母
子
保
健
の
諸
政

策
に
資
す
る
分
析
を
試
み
た
。

［
方
法
］

１
・
人
口
動
態
、
諸
指
標
の
分
析

帝
国
人
口
動
態
統
計
等
、
政
府
統
計
よ
り
、
粗
死
亡
率
、
粗
出

生
率
、
乳
児
死
亡
率
、
五
歳
以
下
死
亡
率
、
新
生
児
死
亡
率
を
抽

61

国
際
保
健
へ
の
応
用
を
勘
案
し
た
日
本

の
乳
児
死
亡
の
医
学
史
的
研
究

○
岡
村
恭
子
・
村
山
伸
子
・
長
谷
川
敏
彦

出
し
、
時
系
列
で
分
析
を
し
た
。

２
．
教
育
の
影
響
の
歴
史
的
分
析

文
部
省
教
育
調
査
よ
り
、
一
八
七
三
年
か
ら
一
九
四
三
年
ま
で

の
男
女
別
の
小
学
校
の
就
学
率
を
時
系
列
で
分
析
し
た
。
一
九
○

○
年
か
ら
一
九
四
○
年
に
至
る
出
生
児
の
う
ち
、
母
親
が
小
学
校

に
就
学
し
て
い
た
割
合
を
、
一
歳
階
級
別
の
人
口
数
に
小
学
校
就

学
率
を
掛
け
合
わ
せ
、
更
に
各
年
の
出
産
児
の
母
の
年
齢
を
一
九

二
五
年
の
パ
タ
ー
ン
と
同
一
と
し
、
且
つ
小
学
校
就
学
並
び
に
不

就
学
の
条
件
で
死
亡
率
が
増
え
て
い
な
い
こ
と
を
想
定
し
て
算
定

し
た
。

３
．
乳
児
死
亡
率
と
そ
の
決
定
要
因
の
多
変
量
解
析

一
九
三
○
年
と
一
九
四
○
年
の
二
点
で
、
五
歳
以
下
死
亡
や
乳

児
死
亡
率
と
教
育
、
経
済
、
医
療
の
三
要
因
の
相
関
を
分
析
し
た
。

沖
縄
を
除
く
四
六
都
道
府
県
の
県
民
一
人
当
た
り
所
得
、
小
学
校

就
学
率
、
医
療
要
因
と
し
て
人
口
対
医
師
数
を
と
り
、
ス
テ
ッ
プ

ワ
イ
ズ
の
多
変
量
解
析
を
行
っ
た
。

［
結
果
］

１
．
小
児
死
亡
、
母
子
保
健
関
連
指
標
の
歴
史
、
時
系
列
分
析

粗
死
亡
率
、
粗
出
生
率
は
、
一
九
二
○
年
頃
を
ピ
ー
ク
に
低
下



281 日本医史学雑誌第45巻第2号(1999)

３
．
多
変
量
解
析
の
結
果

一
九
三
○
年
に
は
乳
児
死
亡
率
で
教
育
と
の
相
関
が
認
め
ら
れ

た
が
、
一
九
四
○
年
に
は
五
歳
未
満
死
亡
で
教
育
の
影
響
、
乳
児

死
亡
率
で
経
済
の
影
響
が
認
め
ら
れ
た
。

［
考
察
］
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
考
察
す
る
と
、
日
本
の
乳
幼
児

死
亡
率
は
一
九
二
○
年
代
以
降
低
下
に
転
じ
、
そ
の
原
因
は
こ
れ

ま
で
語
ら
れ
て
き
た
一
九
二
○
年
の
社
会
的
背
景
、
例
え
ば
女
性

し
て
い
る
。
新
生
児
死
亡
率
は
一
九
○
○
年
以
降
、
世
界
的
に
低

下
の
傾
向
に
あ
り
、
特
に
二
○
年
に
ピ
ー
ク
は
認
め
な
い
。
乳
児

死
亡
率
は
戦
後
急
激
に
低
下
し
、
一
九
七
○
年
以
降
、
低
下
の
速

度
は
鈍
っ
て
い
る
。

２
．
母
親
識
字
率
の
変
化

二
○
歳
か
ら
三
五
歳
ま
で
の
出
産
数
の
多
い
、
且
つ
社
会
的
な

活
動
の
高
い
と
考
え
ら
れ
る
若
年
女
性
の
識
字
率
を
見
る
と
、
一

九
○
○
年
頃
に
は
極
め
て
低
か
っ
た
も
の
が
、
一
九
二
○
年
に
急

増
し
、
三
○
年
代
、
四
○
年
代
に
は
一
○
○
パ
ー
セ
ン
ト
に
近
づ

い
て
い
る
。
母
が
小
学
校
就
学
歴
を
持
つ
出
生
児
の
割
合
も
極
め

て
同
様
の
傾
向
を
示
し
、
一
九
三
○
年
代
に
は
ほ
ぼ
一
○
○
パ
ー

セ
ン
ト
に
近
づ
い
て
い
る
。

解
放
運
動
、
食
糧
難
へ
の
対
応
、
母
親
へ
の
衛
生
教
育
以
外
に
、

そ
れ
ら
を
支
え
た
女
性
へ
の
教
育
の
向
上
が
想
定
さ
れ
る
。

高
い
乳
児
死
亡
率
に
影
響
す
る
要
因
と
し
て
は
、
直
接
死
亡
に

つ
な
が
る
疾
病
等
の
近
因
と
、
社
会
経
済
的
要
因
等
の
遠
因
が
考

え
ら
れ
る
。
特
に
高
い
水
準
の
場
合
に
は
、
教
育
、
次
い
で
経
済

的
要
因
等
の
遠
因
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

日
本
の
歴
史
過
程
の
分
析
か
ら
、
経
済
開
発
と
平
行
し
て
、
教
育

等
の
社
会
開
発
に
資
源
を
投
入
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
示
唆
さ
れ

た
。

［
結
論
］
世
界
最
低
の
乳
幼
児
死
亡
率
を
示
す
に
至
っ
た
日
本

の
歴
史
的
過
程
の
分
析
は
、
日
本
が
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
た
め

に
も
必
須
の
責
務
と
言
え
る
・
今
回
の
医
学
史
的
研
究
に
よ
っ
て
、

乳
幼
児
死
亡
等
の
健
康
の
結
果
が
保
健
医
療
セ
ク
タ
ー
以
外
の
諸

要
因
に
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の

要
因
の
中
で
教
育
等
の
社
会
開
発
の
重
要
性
が
示
さ
れ
、
日
本
の

明
治
政
府
の
政
策
の
有
効
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

（
国
立
医
療
・
病
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管
理
研
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所
）


